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「
漱
石
山
房
」
は
、
文
豪
・

夏
目
漱
石
が
晩
年
の
９
年
間

を
過
ご
し
、
数
々
の
名
作
を

執
筆
す
る
と
と
も
に
、
弟
子

達
と
活
発
に
交
流
し
、
木
曜

会
と
呼
ば
れ
る
文
学
サ
ロ
ン

を
開
催
し
た
文
学
史
上
に
お

い
て
重
要
な
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。

　

新
宿
区
で
は
、
早
稲
田
南

町
に
あ
る
夏
目
漱
石
終
焉
の
地
に
、「
漱
石
山
房
」
の
復

元
を
含
む
記
念
館
を
整
備
し
、
土
地
の
記
憶
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、
多
様
な
人
々
が
集
い
交
流
す
る
区
の
文
化
観

光
拠
点
と
し
て
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
に
向
け
必
要
な
事
項
を
検
討
す
る
た
め
、『（
仮
称
）

「
漱
石
山
房
」
記
念
館
整
備
検
討
会
』
を
設
置
し
、
学
識

経
験
者
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
や
公
募
委
員
の
方
々
等

も
加
わ
っ
て
、
話
し
合
い
や
類
似
施
設
の
視
察
な
ど
を
行

い
、
平
成
25
年
３
月
を
め
ど
に
基
本
計
画
案
と
り
ま
と
め

て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
通
信
で
は
、
検
討
会
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

特
別
委
員
の
お
は
な
し

委
員
の
声

基
調
講
演
・
中
島
国
彦
委
員

　
　
　
﹇
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
、
近
代
文
学
専
攻
﹈

基
調
講
演
・
中
川
武
委
員

　
　
　
﹇
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教
授
、
建
築
史
学
専
攻
﹈

『
第
１
回
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
整
備
検
討
会
』

の
報
告

漱石山房にて、大正 3年 (1914) 12 月

　

８
月
25
日
（
土
）
午
前
、
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
１
回
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
は
計
28
名
で
、
夏
目
漱
石

親
族
・
関
係
者
の
特
別
委
員
２
名
と

学
識
経
験
者
、
区
内
企
業
代
表
、
夏

目
漱
石
・
記
念
年
実
行
委
員
会
代
表
、

地
域
団
体
代
表
、
公
募
委
員
、
近
隣

居
住
者
に
よ
る
委
員
26
名
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
第
１
回
は
そ
の
う
ち
26
名

（
欠
席
２
名
）
と
、
中
山
弘
子
新
宿

区
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

区
長
に
よ
る
委
員
委
嘱
と
挨
拶
の
後
、
特
別
委
員
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
委
員
に
よ
る
自
己
紹
介
、

事
務
局
紹
介
、
事
業
概
要
説
明
の
後
、
昨
年
度
実
施
し
た

『「
漱
石
山
房
」
の
復
元
に
関
す
る
基
礎
調
査
』
の
監
修
を

担
当
し
た
中
島
国
彦
委
員
、
中
川
武
委
員
よ
り
、
基
調
講

演
と
し
て
、
基
礎
調
査
に
お
け
る
成
果
と
課
題
、（
仮
称
）

「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
座
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
座

長
は
中
島
国
彦
委
員
、
副
座
長
は
中
川
武
委
員
に
決
定
し

ま
し
た
。

○
半
藤
末
利
子
氏

○
小
宮
里
子
氏

﹇
夏
目
漱
石
孫
、
松
岡
譲
・
漱
石
長
女
筆
子
夫
妻
の
四
女
﹈

　

書
斎
と
弟
子
達
が
集
ま
っ
た
客
間
を
、
で
き
る
だ
け
当

時
に
近
い
か
た
ち
で
復
元
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
。

　

施
設
を
維
持
し
て
い
く
の
は

大
変
な
こ
と
な
の
で
、
喫
茶
室

や
施
設
の
貸
出
等
、
収
益
性
と

リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る
仕
組

み
を
考
え
、
長
続
き
す
る
施
設

に
し
て
ほ
し
い
。

﹇
小
宮
豊
隆
（
漱
石
弟
子
、
評
論
家
･
独
文
学
者
）
三
女
﹈

　

縁
の
地
に
漱
石
の
資
料
が
集
め
ら
れ
、
研
究
者
、
愛
読

者
、
こ
れ
か
ら
教
科
書
な
ど
で
漱
石
を
学
ぶ
学
生
な
ど
、

幅
広
い
人
々
が
集
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

木
曜
会
に
は
幅
広
い
多
彩
な
才
能
を
持
つ
弟
子
た
ち
が

集
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
漱
石
を
中
心
に
交
流
し
、
学

び
あ
い
、
お
互
い
に
高
め
合
う
関
係
が
あ
っ
た
。
特
に
、

若
い
世
代
に
こ
の
交
流
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
。

　

漱
石
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
持
つ
一
般
の
人
は
た
く

さ
ん
い
る
。
愛
好
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
高
い
レ
ベ
ル

の
活
動
を
展
開
し
、
こ
こ
に
来
れ
ば
漱
石
の
こ
と
は
何
で

も
分
か
る
と
い
っ
た
、
高
い
学
術
性
を
備
え
た
施
設
を

目
指
し
た
い
。

　

昨
年
度
の
基
礎
調
査
か
ら
始

ま
っ
た
新
宿
区
の
取
り
組
み
が

全
国
に
伝
わ
り
、
気
運
の
高
ま

り
や
反
応
が
帰
っ
て
く
れ
ば
非

常
に
望
ま
し
く
、
漱
石
に
関
す

る
資
料
の
受
け
皿
と
し
て
も
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
。

　

こ
の
場
所
は
生
誕
地
で
あ
り
、

終
の
棲
家
で
も
あ
り
、
特
に
重
要

な
場
所
で
あ
る
。
書
斎
や
客
間
の

広
さ
、
玄
関
の
奥
の
部
屋
の
形
状

な
ど
、
写
真
や
記
録
が
残
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
江
戸
末
期
か
ら
明

治
初
期
の
大
工
た
ち
の
技
術
で
造

ら
れ
て
お
り
、
類
推
は
可
能
で
あ
る
。

　

復
元
し
た
「
漱
石
山
房
」
を
ま
ち
な
み
の
中
に
置
く
の

か
、
そ
れ
と
も
施
設
の
中
に
置
く
の
か
、
そ
の
置
き
方
に

つ
い
て
も
色
々
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
検
討
会

に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
施
設
が
で
き
た
あ
と
も
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

近
所
に
住
ん
で
お
り
、
漱
石
公
園
の
来
訪
者
に
道
を
聞

か
れ
る
。
今
は
、
少
し
が
っ
か
り
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
胸
を
張
っ
て
紹
介
で
き
る
施
設
に
し
た
い
。

文
京
区
か
ら
新
宿
区
に
か
け
て
の
風
情
の
あ
る
ま
ち
な

み
が
好
き
だ
。
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
、
現
代
に
お
け

る
文
学
の
拠
点
に
な
る
と
よ
い
。

漱
石
公
園
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
て
い
る
。
公
園
と
し
て

の
基
本
的
な
機
能
は
残
し
つ
つ
、
世
界
に
発
信
で
き
る

地
域
資
源
と
し
て
活
か
し
て
ほ
し
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

会場風景

半藤末利子氏

中島国彦氏

中川武氏

※
当
日
は
ご
親
族
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

新
宿
区
文
化
観
光
課
文
化
資
源
係
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